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" 取扱 説明 書 


ALIMCOUD リー ソナ ル 持 洒 機 DP-500 そお 軒 い 上 げ い た だ きま 
こと て 、 誠 に あり か と うこ さい ます. 本 携 の 性 能 を 充分 に 発揮 させ 
て 効果 的 に ご 全員 いた に た に く た め 、 こ の 取扱 説明 書 を こ 使 用 前 に 最 
北 ま て だ ど 読 みく だ さい 。 又 . この 取 航 説明 震 に 必 す 保存 し て お 
いて くだ た さい. こ 恒 用 下 の 不 明 な 点 や 不具 合 か 生じ た 時 に お 役 に 


立ち ます 。 


J つ し イフ ココ 電子 株 式 棄 社 


本 提 は 日 本 国内 専用 モテ ル て す の で . 外国 で は 使用 出来 まき で ん 


1 は じ め に 


題 ご 使用 に な る 前 に 
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画 主 な 特長 

o ら ディ スプ レー に 大 型 カ ラー し LO ( 液 量 ) を 採用 
o キ ー 表 示 を 大 過 申 明 こし 夜間 の 操作 を 向上 

G 交 信 中 に パワ ー と 感度 の 切換 が 可能 

O 多彩 な モニ ター 方 式 

Go マイ クロ ホン の キー で 基本 操作 可能 

oS マ イク ロホ ン の キー で メモ リー の 呼び 出し 可能 
ら パ クン リ ッ ク ア ドレ スス モード 

Oo 業務 に 便利 な 1 分 通話 モー ド 

CE コー ド 和 解除 可能 

o 最 大 10 個 の 辞 番号 で 待ち 受け 可能 
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1 は じ め に 


画 ご 使用 上 の お 願い 


ゅ バー ソナ ル 無 線 機 の 運 有情 は 狗 電気 通信 振興 会 か 
ら 免 許 状 と 一 緒 に 送 つ て くる 「 パ バー ソナ ル 無 線 
運 朋 上 の 注意 」 を よ ぐ お 読み の つえ 正 し ぐ お 便 
い 下 さい 。 

s バ パーソ ナル 無線 機 を 合馬 する と き に は 、 夏 ぎ 喝 
許 状 を 携帯 し て くだ さい 。 

@ 沈 許 状 ガ が 破 損 、 汚 損 、 紛 失 し だ 場合 は 、 再 交付 
申請 を し て くだ さい 。 

@ 免許 状 の 有効 期間 は 免許 の 交付 より 10 年 で す 。 
な お 、 免 許 の 交信 手続 き は 、 免 許 和 失効 日 の 6 ケ 
選 前 より 3 ケ月 まで の 商 に する 事 に な つて いま 
9。 
まだ 転売 の 場合 に は 、 売 つ だ 人 は 記 局 震 け を 、 

買 つ だ 人 に 新 だ に 喝 許 申請 手続 き が 秘 受 で す 。 


e 括 線 援 の 内 部 の 改造 や 変更 は 、 電 波 法 で 固 ぐ 禁 
じ ら れ て いま す 。 


※ 万 一 、 暴 合 の 悪い こと な ご が あり まし た だ たら 、 お 
買い 上 げ の 販売 店 、 も し ぐ は 、 向 社 へ ご 連絡 ぐ 
だ さい 。 


置 則 UM (ロム ) カー トリ ッ ジ の 取扱 い 
s ROOM カー トリ ッ ジ は 静電気 保護 袋 に 入っ てい 
ます の で 、 そ の まま き 財 電気 通信 振興 会 へ 申請 し 
て ぐだ さい 。 


e ROOM カー トリ ッ ジ に は 精密 な | 〇 等 が 内 大 さ 
れ て いま す の で 、 取 扱 に は 十分 注意 し て ぐだ さ 
い 。 

eROM カ ー ト リッ ジ の 端子 に ま を 触れ だ り 、 楽 
品 等 で 治さ な いで ぐだ さい 。 

e 高い 所 お ら 落 こと す な ど の 衝撃 や 圧迫 を えな い 
で ぐだ さい 。 

sROM カ ー ト リッ ジ は 、 免 放 状 交付 と と も に 返 
送れ て 来 だ 後 で 装着 し て ぐだ さい 。 一 硫 装 着 
する と 、 は ざ ずれ な い 構 造 に な つて いま す 。. 

(6 ペー ジ 参 照 ) 


立 計 草 気 通信 振 刀 会 に 申請 中 は 、 免 許 、RO 
M カ ー ト リッ ジ ガ 無く て も 受信 坦 能 は 働き ま 
すず 。 モニ ダ ター で お 楽し レ し みく だ さい 。 


* 付 属 の ROM カ ー ト リッ ジ は 、 発 許 申 請 前 


に は 絶 対 に 本 体 に 差 し 込ま な いで ぐだ さい 。 
一 度 本 体 へ 差し 込む こと とり は ず せ な い の で 発 
許 申 詩 び で てき な ぐ な り ま す 。 免許 状 と と も に 
返送 され て きだ あと で 差し 込ん 々 で ぐだ さい 。 


@ メモ リー は 電源 を 切 つ だ 状態 で 約 3 週間 保持 さ 
れ ま す 。 


1 は じ め に 


電源 ケー ブル の 配線 


電源 は 、 無 線 機 の 性 能 を 左右 する 重要 な と ころ で す 。 し つか り の 配線 し て ぐだ さい 。 


1 . 車 の こき 


各種 に よ つ て は 予 交 の 電源 が あり ます 。 ぐ わし こぐ は 自動 車 販売 店 で お 大 か めぐ だ さい 。 
配線 作業 は バッ テリ ー の 〇 端子 を 外し て か ら 行 うと 安全 に 作業 で きま す 。 


還 イ ゾ ニ ッ シ ョ ン キ ー ご と 連 動 す る に は 


、 


全体 電 涯 ケー ブル 


信司 の ケー ブ プ 』 
り A0054 


@ 本 会 の パフ ワー スイ ッ チ を ON の 状態 に し て お あ ぐ 
と イプ ニッ ショ ン キ ー と 運動 し て 無線 機 の 電 洲 
が ON ノ OFF レ ます 。 

$ 和 め ご 付属 の 電源 ケー ブル を ご 便 用 くださ い 。 他 
の ケー ブル を 使う と き は 、 付 尾 の 電源 ケー ブル 
より 太い 物 を 使 且 し て ぐだ さい 。 細 い ケ ー ブ ル 
は 事 両 火災 や 無線 茎 の 出力 (5 W) 不足 な どの 
不良 を 招き ます 。 


一 カー プラ ブ を 使う こき 


本 佑 電 涼 ケ ー ブ ル 


@ 一 時 的 に 利用 する も の で 長期 的 な 重用 に は 向き 
ませ ん 。 

る ププ ッ ト の 音 類 に よ つ て は プラ グ と 含む な いも 
の が あり ます 。 ご この 場合 、 溢 台 不 良 ひ ら 無 線 機 
が 誤動作 する と き は 使用 で きま せん 。 


は 9 すず と き は 
ツメ を 上 げ る 


アー ス バッ テリ ー 
〇 ③ 
本 イグ ニッ ショ ン キ ー 4 


時 ュー ズ BOX | 


ーー 当 フイ ト 回 路 


~ 黄 線 (UA0057 う 


立 デ ィ ス プレ ー を 減 光 する に は 

夜間 ディ スプ レー の 灯 度 を 活 と す と き は 付属 の 
黄 線 (て り A0057) を 電源 ケー ブル UA0054 の コ 
ネクター 3 番 へ 差し 込み 、 ライ ト 回 路 〈 ラ イト 
点灯 で 12V に な る 線 ) へ 接続 し ます 。 

ライ ト 点灯 で ア ィ スプ レー が 汽 光 し ます 。 


付属 の カー プラ ブ 
り A0055 


ss シ ガ ラ イ ダー ソケット の 電 醒 に タバ コ の 成 や サ 
ビ の 発生 ザ びあ る と き は 共 分 取り 除い て ぐだ さ 
い 。 

待ち 受け モニ ター が 正常 で も 、 プ レス トー グ キ 
ー を 押し だ と き 、 リ セッ ト に な つ だ り 、 表 示 が 
和 菅 ぐ な る と き は 電圧 不 忌 が ガ 考え うら れ ま す 。 こ の 
と き は 使用 で きま せん 。 


1 は じ め に 


一 バン テリ ー ガ ら 起 接 と る と き 

電 及 は 、 直 授 バ ッ テ リ ー 端 子 か っ ら と る の が 混 想 的 で す 。 
ププ グ ニッ ショ ヨン キー を 切 つ て も 無線 機 の 電源 は どら 4VW 
章 動 し て 切れ ませ ん 。 長 時 間 、 再 から 離れ る と リッ テリ ー 
き は 、 ガ な ら ず 無 旨 成 の 電 泳 を 切り ます 。 電源 
を 入れ だ 状態 で 長 時 商 放置 する と バッ テリ ー に 
員 担 を ガ け ます 。 


CC プ DC コ 


ン バ ー ダ 
還 24V 邊 源 車 の と き 

無 計 欄 は 12V 電 源 車 月 に 作ら れ て いま す 。 ニン 本 で ol 
トラ ッ ク な どの 24V 電 源 車 に は 、 市 須 の DC/DC コ ン 9 32V 
バー ター を 重 つ て 12V に 下げ て か ら 接 な ぎ ま す 。 

当社 DT612、DT615、DT712、D715 等 が 使用 いた だ け ま す 。 


ワン ボ ポイ ント アド バイ ス 
電波 の 飛び の 育 い と ころ に 車 を 停め て ( 半 器 定 と いう ) 交 活 する こき エン ジン 
は 止め な い 。 止 め て し まう と 送信 時 の 消費 電流 で 車 の パッ テリ ー が あがっ て し 
まい ます 。 


e. 基地 局 の こき 
家庭 の AC100V か ら は 、 市 到 の 名 地 局 用 電源 を ご 使用 くだ さい 。 
季 の 電源 を 使う と き は 、 出 力 電圧 13.8V、 出 力 電流 4.0A 以 上 の 物 が 秘 要 で す 。 


DM205、DM005 等 が 使用 い だ だ け ま す 。 


一 日 OM カ ー ト リッ ジ の 取付 廊 法 

ROM カ ー ト リッ ジ の 政 付 亡 法 

生 寺 気 通 信 振 刀 会 に 多 許 の 申請 を 候 頼 する と ( 免 、 ③ 付 属 の ROM 挿 入口 キヤ ッ プ を 使 つ て 、RHOM 
許 の 中 請 は 、 付 属 の 「 バ ー ソ ナル 無線 移 許 宇 請 要 _ カー トリ ッ ジ が 止ま る まで 押し 込ん み で ぐだ さい 。 
正 の ぼ 引 ] を よ ぐ お 読み の うえ 、 申 請 し て ぐだ さ な お 、 一 度 装着 し だ カー トリ ッ ジ は 、 取 り 外 すこ 
い ) 霊 類 に 不備 が な けれ ば 、 あ よそ 2 一 3 過 間 で と は で きま せん 。 

免許 状 と 同時 に 書き 込み 斉 み の ROM カ ー ト リツ 
ジ が 返送 と れ て きま す 。 ご この カー トリ ッ ジ を 無線 
機 本 体 に 組み 込ま な けれ ば 電波 の 発信 は で きま せ 
ん 。 それ まで は モニ ター で お 楽し みく だ さい 。 (4 
ペー ジ 参 照 う 

以下 の 手順 に 従っ て 正 し ぐ 組み 込ん で ぐだ さい 。 
⑦ 無 線 赤 の 音 面 に ROM 挿 入 唱 が ありま ず 。 

②⑤ 授 続 ビ ン に 直送 ま を 鍋 れ な いよ うに 注意 し て ビ 
ン を 本 体側 に 向け 、 図 の よう に さ し 込 み ま ず 。 


RoOM 撮 2、 コ キャ ッ プ 


古 無 線 機 の 取付 け 


取付 金 上 


無線 幾 の 取付 け 会 具 を 図 の よう に ビス を 使 つ て し 取付 け 場 所 は 運転 操作 の じゃ ま に な ら ず 、 ヒ ー タ 
つか り と 固定 し ます 。 到 付け 金具 の ほ が に 下記 の 一 の 風 が 直 授 祭 線 機 本 伏 に あめ だ ら な い 場 所 や 車 の 
よう な ピス 、 テ ナツ ト が 入 つ て いま ざす の で 、 こ れ を 振動 が 直 税 技 わ ら な い 場 所 を 選ん で 取付 け ま す 。 
利用 し て 避 定 し ます 。 


e 十字 穴 休 6 衣 ボ ルト に ……… M5X16 4 ケ 

HE フル セー の か oohoosno M5 紀 4 ケ 

* スプ リン ブ ワ ッ シ ャ ー………… M5 用 4 ケ 

導 同 ナ ウッ アト M5 用 4 ケ 

ゃ ナベ タッ ピン ブ ネ ジ ………… ゅ 5x25 4 ケ 
ワン ポイ ント アド バイ ス 


いろ ん な 操作 を し て いて わか なら な ぐ な つ だ と き は 、 一 衣 工 場 出荷 状態 へ 戻し て 始め か ら 操 作 し て ご 


だ さい 。 

⑦ 間 源 を 切る 

②| Np ] キー を 押し な が ら 電 源 を 入れ る 。 
③ 工 場 出 浴 状態 に な の ます 。 


注意 : 群 番号 や モー ド 設 定 な どの メモ リー は 全て 消え ます | 


工場 出荷 状態 の 表示 


画 プ ゲン テ ナ の 取付 け 


本 床 痛 面 の アン テ ナ ケ ー ブ ル に 、 ア ン テ ナ か ら の 同 動 ケー ブル を 疲 な ぎ ま す 。 本体 の アン テ ナ ケ ー プ ブル 
の コネ フタ ー は 、NJ 型 で す 。 揚 手 の コ ネフ マー に は 、NP が 恥 要 で す 。 


1 . 車 の こき 

アン テ ナ は パー ソナ ル 無 線 機 王 肥 佐 進 協議 会 の 
認定 史 で ある 当社 推奨 品 を ご 全土 くだ さい 。 他 
の アン テ ナ を 使用 する と き は 右 図 の マー ン 付 き 
か ら 選 ん で ぐだ さい 。 

( 無 指向 性 で 、 絶 沈 利 得 が /.14dB 以 下 ) 
画 ア ン テ ナ ケー ブル の 851 込み 方 法 

アン テ ナ ケ サー ブル を 理 内 に 引き 込む 時 は 車 に あ 
ら か みじめ あい て いる 穴 を 利用 し て 所 氏 し ます 。 
この 時 、 一 硫 コ ネ ノ ター を は ざす 9 和 め 要 が で て ぐ 
る 場合 も あり ます 。 ま だ 高速 走行 中 に は ずれ な 
いよ うに 、 し つか が り と 過 定 する こと も 所 れ ず に 
行 つ て ぐだ さい 。 
置 ア ン テ ナ の 到 付 け か だ 

ルー フ の 中 違 に 到 付 ける こと が 坦 想 で す が 、 
壁 な 万 法 も あり ます 。 だ だ し 、 い ざれ の 場合 
も 道路 交通 法 の 直 制 で て 高き 3.8m 以 下 に し な ビ 
れ ば な り ま せん 。 次 に いく つか の 取付 け 例 を 示 
レ ま すず 。 
ルー フト ッ プ 型 

磁石 や 接着 剤 (ボン ド ) で 重 の ルー フ ・ セ ンダ 
ー に 取付 け ま す 。 無 指向 柱 と な り ま す 。 
e ト ラン フリ ッ ド 型 

整 の トラ ン ツ を 利用 し て 、 取 付け る ダイ プ て で ぢ 。 
(自動 車 電話 の よう な ) 到 付 け 型 が 最も きれ い 
に いき ます が 、 地 上 高 が 多少 さがり 、 芋 寺 逝 信 
距 享 が 短く な る と きも あり ます 。 
s ル ー フ サイ に ド 型 

ルー フ の よこ に ある 雨 に て で を ぐ わ え こ お よう に 
取付 け ま す 。 多少 指 向 性 び で て きま す 。 


(NJ、NP 型 を 一 般 的 に N 型 と 呼び ます 。) 


Niy 


パ バー ソナ ル 無 是 普及 進 編 議 会 認定 品 


バー ワナ ル 角 原 
胃 及 年 着 琶 公 


認定 品 


ゅ フエ ンダ ー ミ ラー、 荷 人 台 型 
パッ クミ ラー や ルー フキ ャ リア を 利用 し て 取付 
ける タイ プ で す 。 大 き な ア ルミ コン デ ナ 等 が 後 
に ある と き は これ より 高く アン テ ナ が 出る よう 
に し て ぐだ さい 。 


p. 基地 局 の こき 
基地 局 の 設置 工事 に つい て は 下記 の 点 を 細 意 し 
て ぐだ き さい 。 

1. 同 還 ケ ー ブ ル は な る べ ぐ 天 失 の 少な いも の を 
使用 し 、 で きる だ け 短 ぐし て ぐだ さい 。 
2. ツ アンテナ マス ト ヘ アン テ ナ を 人 取付 け だ 場合 は 

局 動 ケー ブル は 1 回 ルー プ を 作り マス ト へ し 


つか り フ ラン ブ し て ぐだ さい 


まだ 風 等 で 国 わ な いよ うに ステ ー を 張 つ て ぐ 
だ さい 。 

3. ア ン テ ナ が 高い 場合 は 避雷 針 を つけ て ぐだ さ 
し い ゃ 

4. カ ミナ リ の 発生 時 は 、 本 体 の アン テ ナ コ ネフ 
ター を 切り 離し て ぐだ さい 。 

5. アンテナ 工事 は 販売 店 に ご 相談 くだ さい 。 


* 天地 司 用 アン テ ナ 取 付 例 2 
1 1 
1 加 Ce 
ルー プ を 作る 。 
テー ブ で 自足 AN 0 
フン テ ナ コネ フタ ー に 自己 
ポー ル 隔 政 テ ー プ を まい 
S て 妨 水 処理 を し て 
コキ ステ ー 4 ケ所 ぐだ さい 。 
に ブ 
コネ フタ ー を ネジ 
る ませ て 込め だ 後に スリ ー 
雨 火 を 切る プ を ネ 3 込 ん で ご 


ケー ブル 損失 
名 箇 | 10m 当 り の 損失 (d ) 


10D2V | 1 


較 よ ぐ や る 誤 ま ち 


革 地 局 用 電源 (別売 ) 
DM005 な ご + 


だ きい 。 


@ 同 量 ケー ブル を 30 メ ー ト ル 用 意 し 工事 を 行 つ た ら 10 メ ー ト ル 奈 つ だ 。 こ れ を 切り の 詰め な いて で 丸 ぐ 束 ね 


メー 


だ 。 10 メー トル 分 、 減 衰 し て アン テ ナ に 行く 出力 が 少な ぐ な る 。 受信 し だ 信 宮 も 減衰 し て し まう 。 


@ NN 型 の 星人 台 に M 型 コネ クタ ー の アン テ ナ を 付け だ 。 っ 基 台 の コネ ター を 圭 す みか 、 シ ヨー ト し て し ま 


う 。 NN 型 に は N 型 を 取付 ける 。 


* ジア マテ ユア の 144/430MHz 用 アン テ ナ を 付け だ 。 電気 的 整合 が 取 む な ぐ な り 、 電波 は 飛ば ざ ず 、 無線 


艇 を 寺 し て し まい ます 。 


各部 の な まえ 


還 控 作 部 


4L/NC0 


ロナ イチ イイ 


リー スイ エッチ ナ 


DP-500 


*N S-CH READY 記 張 可 CCMEMO 
の 
す リ ナリ / 了 77! 


Ed 剖 MIN LOCAL で TUIM 
02W RAL の ccon ここ 


SIGNAL 
ング ギア リリ 」 
し HPE と 人 見 月 』 


PERSONAL TRANSCEIVER 


・ V 〇 OL つま み を 定 し 込 本 と 電源 ぜ 入 り デ ィ ス プレ ー が 点灯 し きま 


す 。 有 青 度 担 し 込む びと 電源 が 切れ ぶす 。 
VOL (ボリ ュー ム ) つま み : 昔 量 調整 所 で 時 計 同 のり で 大 きぐ な り ま す 。 


SO 〇 (スケ ル チ ) つま み 


: 受信 中 に 電波 が 入 つ て こない と き の 引 圭 "ザー" 埋 を 導 去 し 穫 


が な 受 告 和 ち 受け する 機能 で す 。 


ww イン コネ ワタ ー 


- スピ ー カ マイ (EMS15S) を 肖 続 し ます 。 


ディ スプ レー ・ 克 登 号 の 等 の 表示 。 (ディ スプ レー 参 眼 ) 


操作 キー 

oz 人 0 テン) キー 

C、M、 キ ー に つづ いて 提 す と 数 字 キ ー と し 
て 乾き ます 。 
CALL、FUNC キ ー に つづ いて 押す と きき 
モー ドガ が 設定 で きま す 。 

MM モリ リー キー 

メモ リー 嘩 び 出し キー : 重 還 頭 友 の 高い 如 笠 
号 を 短 視 ダイ ヤル 化し 、 こ れ に 記入 させ て 置 
き 使 用 する 時 呼び 当 し ます 。10 個 の 右 番 号 が 
記憶 来 ます 。 

CALL : コー ルキ ー 

抽 話 受信 中 は 婦中 届 と な の まず す 。 待ち 受け 中 
キー の 後に 0 9 の 吾 キ ー を 錠 す と 設定 され 
た モー ド と 大 菩 号 で 呈 動 発 史 し ます 。(38 ベ ペー 
ジ 参 震 ) 


HOLD : ホー ルド FUNC フ ァ ン フシ ョ 
ン キ ー 

^ ご OOCCO? で 療 呼 し 、 継 続 受 人 し だ い 時 

20 秒 以内 に 提 す こ ホ ー ル ド し ます 。 

FUNC キ テー の 後に 1 6 の 各 キ ー を 押す と 

設定 され ね だ モー ド に なり の ます 。(F 上 UNC29 ベ 

ー ジ 参照 ) 

MON : モニ ター キー 

通話 チャ ン ネ ル (SG・ 〇 日 ) を ラン ダム ( 無 

作為 ) に スキ ヤン (自動 的 に 順次 受信 ) し て 、 

疾 中 の 内 容 を モニ ター し ます 。 モ ニタ ヤー 中 

自沈 の 群 千 号 と 一 致 せ れ ね ば 「 プ レス トー クキ 

ーーJ を 押し て 通話 が 出来 ます 。 等 ち 受け 中 の 

MON ラ ンプ 点滅 と MON キ ー を 押さ ざと 直前 

に 使用 し て い だ チ ャ ン ネ ル を モニ ター し ま 

ye 

END : エン ドキ ー 

待ち 受け に 戻し ます 。 

交信 開始 むら 1 分 以内 ほ 切 断 信二 を 自動 発 人 

し ます 。(34 ペ ー ジ 参 昭 ) 


一 ディ スプ レー 


| へ SCH REA に ず に CMEMO 
ョ ロロ ロロ ロ 
747 た た イル 7 た 


Ei 1MIN LOCAL Ee9 TUM 


0 み 2W RXL SIGNAL 
彰人" 
-LHPE ノ 2 革 必 用 用 「 


知 話 受信 中 MON キ ー を 押し て 適 

5 中 の チ ヤン ネル を 記 較 予約 し だ 
と き 点 滅 、 等 ち 受け に 戻 つ だ と き 
グ ら 15 分 間 由 語 チ セン ネル 記憶 、 
記憶 中 点灯 

(36 ペ ー ジ 多 当 ) 


EtW 計 1MIN 80CH、1 分 貼 語 、 ロ ー カ ル の 
LOCAL 名 モー に ド し OO 〇 AL を 表示 


CMEMO 


送信 出力 を 0.2W に 落と し だ と き 京 果 
(30 ペ ー ジ 参 演 ) 


0.2W 


RXL 受信 凍 度 を ? 
上 ジ る 


: 減 し だ と き 点 条 
30 ペ ー ジ 人 参 泊 ) 


ノ 


123 待ち 受け 中 の メモ リー 番号 を 表示 
(24 ペ ー ジ 参 申 ) 

人 AbLHPE 待ち 受け の 特定 如 コ ー ド を 表示 
(28 ペー ジ 参 涼 ) 


Wa 


S.CH 通話 チャ ン ネ ル に いる と き 点 灯 


送信 時 点灯 


READY 待ち 受け 中 、 送 信 可 能 時 点灯 、 待 受 
着 呼 1 分 禁止 規制 中 の と き 京 減 


皿 財 モニ ター 中 点灯 
らら ・OH か ら 待 ち 受 け に 戻る 、 直 前 の チ 
ヤン ネル を 5 分 問 記 憶 し ま ざ 。 5 分 問 メ 
モリ ー と いい 、 記 憶 中 点滅 
(13 ペー ジ 参 昭 ) 


) リ し / し し 7 し / き 生 中 、 


7 リナ イル た / た (し / 陸 問 等 数 を 表示 
/『/ ファ ン フ ション キー で と 、 コー ル 
キー で を 表示 
[に 数字 キー ロッ ク の と き 点 灯 
(45 ベ ペー ジ 参 照 ) 
TLLIM 人 話 制限 5 分 の 規制 を 受け だ と き 点 
呆 (37 ペ ー ジ 参照 
SiGNAL 受信 中 、 ご メー ダー (電波 の 強 さ 
を 表示 ) の と き 点 灯 
VU 送信 、A モ ー ド 中 VU リ メー タダ ( 音 の 色 さ 


を 表示 ) の と き 京 灯 


ニニ ー ゴ 生 


レベ ル メ ー ダ 、 信 当 の 強 
弱 で 振れ ます 。 
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1e 


基部 りな まえ 


呈 ス ピー カマ イク ロホ ン 


@REMOTE (リモ ー ト ) キー 
難 モ ー ド て で て 也 要 な 機能 に 当 動 的 に 変わ り ま す 。 


0 に 7 ・ ステ ッ プ モニ タマ 題 送り 
待ち 受け m : MON キ ー に な り ま す 。 
靖 省 中 :・ HOLD キ ー に な り ま す 。 


通話 受信 中 ・ 再 呼 由 キ ー に な り ま す 。 


@END (エン ド ) キー 

待ち 受け 状態 に 戻り ます 。 

通話 受信 中 に END キ ー を 押す と 切断 信号 が 送 
出さ れ 相 局 も 待ち 受け に も どり ます 。 


の 6SH IFT (シフ ト ) キー 
メモ リー 紅 び 出し 、 送 入出 力 、 受 信 感 硫 の 切換 


ガ で きま すず 。 
待ち 受け 中 表示 中 の メモ リー を 変更 で き 
ます 。 
通 語 受信 中 : 送信 出力 、 SA 
$ プ レス トー フキ ー モニ ター 中 : ステ ッ プ モニ ター 逆 送り 


提 す こと に より 送信 状態 に な はりま す 。 待 受け 

か ら 発 呼 する 時 は 押す ご と に より 自動 的 に 発 呼 マイ フロ ホン 
動作 を 行い ます 。 ボ タン を 押し だ まま 上 に スラ スピ ー カ 

イド する と ロッ グレ ます 。 9 マ イフ コネ ター 


画 本 体 青 y 面 


昌 源 コネ フタ ダー 
アカ 線 : パ バッテリー の へ 
グロ 緑 : バッ テリ ー の つづ へ 
キ 線 :LCD 如 度 、 減 光 コ ント ロー ル 線 (5 ペー ジ 参 照 ) 
シロ 線 : ら ・CH コ ント ロー ル 線 、 ら ・CH に 
な る と ON し ます 。 リ レー な どの コン 
トロ ー ル 可能 。( 出 力 は オー プン コレ ツ 

ターMAX50mA、5 V) 


ピ な 出力 ジャ ツク 
(3.5 の 

PA (パブリック アド 
レス ) モー ド 声 出力 
再選 で す 。 

トラ ン ベ ツ トス ピー カ 
尽 ど を 授 続 し ます 。 

4 -BG⑪ 財 


外部 スピ ー カ ジャ ッ ツ (3.5@) 
スピ ー カ マイ クロ ホン の 音 を 他 の スピ ー カ で 聞 
ぐ と き 授 続 し ます 。 4 一 8 用 


HOM( あ 入口 じ 1。 た と すら | 
レコ m 縛ら な = 


レー ーー 0 
3 交信 の 準備 
画 V り | ご の 調整 
① 電 源 の 選 二 に 記 ま ちび が な いか 再度 、 確 すめ まず 。 
@② ス ピー カマ イロ ホン を コネ フタ ダー に 取り 付け 
ます 。( ク アン テ ナ は の 調整 が 終 つ て か ら 送 続 
レ ま す 。) 
③VO し つま み を 、 ぼ ほぼ 中 央 に 設定 し ます 。 


②③ の つまみ を M IN に 合わ せま す 。 


VOL つま み を 提 し て 電源 を 入れ ます 。 


ディ スプ レー の 全て の 表示 が 点灯 し 1 秒 後 図 の 


標 な 表示 と な り ま す 。 


②⑦MON キ ー を 押し ます 。 
S・CH、 MON 点 灯 し 、 "ザー" と 雑音 が ガ で ま 
す 。 ら の 〇 つまみ を 右 如 り に 静 み に 如 し て いく と 
詩 が 消え る 吉 が あり ます 。 ご この 点 よ り も わずか 
に 佑 に 廻し だ 所 に 設定 し ます 。 


以上 で 6 〇 の 調整 は 終り で す 。 
(23 ペ バージ “SO 〇 の 使い か だ “ を 参照 ) 


③ 待 ち 受け に 戻す に は 
E IND キー を 押し ます 。 
ロ EADY 点 灯 ・MON が 点滅 し ます 。 
この 状態 を 待ち 受け 状態 と 言い ます 。 


MON の 点滅 は END キ ー を 押し て 待 受 に 戻る 
下 前 の テ チャ ヤン ネル を 記 培 し て いる 表示 で す 。 

5 分 間 メ モリ ー と いい 、 記 憶 が なぐ な る 1 分 前 
より 京 滅 ガ 早 ぐ なり ます 。 


⑩ ア ン テ ナ コネ フタ ー に アンテ ナ ケ ー ブ ル を 疲 続 
レ ま す 。 


* OM カ ー ト リッ ジ が 返送 と まれ ね て こる まで は 
モー ター で お 和 又 し みく だ さい 。 


G) 


ビビ ツウ ピッ 


(@) 


ビ ND キ ー 押 す 
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』 交信 の 準備 


玉 モ ニ ター の し か た (MOUN キ ー の と き ) 


通常 スキ ヤン モニ ター の し か た 


視 條 常 ス キャ ン モ ニタ ー 


人 話 中 の チャ ヤン ネル で 止ま り モ ニダ ター しま 
9。 


待ち 受け 中 に 沖 作 し ます 。 


モー ダー 中 に 如 番 宮 の 変更 び で きま す 。 


画 15 秒 沿 モ ニタ ー 


哲 話 中 の テ ャ ヤン ネル で 止ま り 15 秒 商 モ ニタ 
ー し て 、 次 の チマ ン ネ ル を 人 深 し ます 。 


待ち 受け 中 に 操作 し ます 。 


MON キ ー を 押し 再度 MON キ ー を 
雷 し ます 。( 1 秒 以 
内 ) 


EN 


* ピッツ ピ ビッ ピ ツ 音 を 出し な 
が ら ラ ンダ ム に ビス キャン 
し ます 。 


eS・CH MON 宮 灯 し 
ます 。 


SC じ H READY [ 語 S-CH READY 抽 % 財 


5 分 間 メ モリ ー 中 (MON 
点 減 中) は 、 待 ち 受 け に 記 
る 起 前 の 通話 チャ ヤン ネル を 
モニ ター し ます 。 


15 秒 間 モ ニタ ー の し か た 


MON キ ー を 近 し MON キ ー を 1 秒 
以上 押し ます 。 


ビッ ピッ ピッ 


$ ぁ ビン ピッ ピッ ン 音 を 出し な 
が ら ラ ンダ ム に スキ ャ ン 
し まず 。 


*S・CH _ MON 点灯 し 
ます < 


SCH READY 臣 @ 計 


SCH READY 臣 @ 語 


通話 中 の チャ ン ネ モニ ター 中 、 ス キ 
沙 で 山 ま り モ ニダ ャ ヤン 中 の 了解 際 は ヒ 
ー レ ます 。 ND キ ー を 押し ま 


/ す 。 
タ 


_ 〇 ご さん 
こん に ち わ 


ビッ ピッ ピッ 


人 凶 を モー ダー する に は M 
ON キー を 押し ます 。 


待ち 受け に 戻り ます 。 


SCH READY 軌 % SCH READY 国 % 


過 語 が 丘 く な つて ガ ら 10 S・CH、MON 消 えま 
分 間 モ ニタ ヤー し て 、 再 ス ぢ 。 
キャ マン し ます 。 


通話 中 の チャ ン ネ 15 秒 間 モ ニタ ダー 後 、 
ル で 止ま り 15 秒 間 次 々 に 別 の 適 話 チ 
モニ ター し ます 。 ヤン ネル を モニ タダ 

ー し て いき ます 。 


e 他 を モニ ター する に に ほ M 
ON キー を 提 レ し まず 。 


S-CH READY 由 w 財 SCH READY [ 押 % 同 


モニ マター 群 秋 号 一 致 

e$ モー ダー 中 、 表 示し て いる 厨 番 号 と 和 持 
ち 受 け 設 定 群 聞 号 が 相手 の 群 番号 と 一 
致す る と 交信 に 参加 で きま す 。 

e モニ マー 中 、 辞 番号 一 致す る と 着 呼 音 
只 り ます 。 5 分 間 プ レス トー キー が 
有効 に な り ま す 。 
リリ コー ル ( 再 呈 出 ) 操作 は で きま どん 。 
プレ スト ー ク キー を 押さ な い 状 態 か ら 
続け て 他 局 を モニ ター する に は MON 
キー を 押し ます 。 


モニ ター 中 、 ス キ 
ヤン 中 の 解除 は ビビ 
ND キ ー を 押し ま 
す 。 


EE ピ ウ 


SCH READY 葉 wIi 


d 父 信 の 挙 二 


画 モ ニー ター の し か た (HEMUTE・SH IFT キ ー の と こき) 


5 秒間 モニ ター の し か た 


罰 15 秒間 モニ ター 


通話 中 の チャ ヤン ネル で 止ま り 15 秒 尚 モ ニタ 
ー し て 、 次 の チャ ン ネ ル を 探し ます 。 


待ち 受け 中 に 操作 し ます 。 


画 ス テッ プ モ ニタ ー 


ステ ッ プ モニ ダー は 電波 の 有る 無し に 関 索 
無く 、 マ ニア ル で 人 過 話 チャ ン ネ ル を 1 チャ 
ン ネ ル づ つ 順 送り 、 好 送り し て モニ ター で 


レー ネー 
な ご 96。 


REMOTE キ ー 
を 1 秒 以 上 押し ま 
ず 。 


REMOTE キ ー 
を 押し ます 。 


EE ツウ ピ ウ 
REAOIE 


REMAOTE 


9 ピッ ピッ ピッツ 斉 を 出し な 
ガ ら ラン ダム に スキ ャ ン 
レ ま す 。 


* ら ・CH、MON 点 税 レ 


ます 。 


SCH READY 由衣 SCH READY 過 % 央 


ステ ッ プ モニ ター の し か た 


REMOTE キ ー 
を 押し ます 。( 1 紗 
以内 ) 


REMOT ヒ キー 
を 押し まず 。 


REMOTE ヒッ 


REAAOTE ビッ 


@ 押す に 通話 テ チ セ ヤン ネル 
を 1 チャ ン ネ ル ゴ づつ 順 送 
り し ます 。 


$ ら ご ・CH、MON 京 灯 し 
まず 。 


S-CH READY [9 半 


1 落 以 上 押す と 、15 秒 周 
三 ター 志 一 ド に な ゆま 
す 。 


通話 中 の テ ャ ン ネ 1 秒 剛 モニ ター モニ ター 中 、 ス キ 

ル て 止ま り 15 秒 間 後 、 次 々 に 別 の 通 ヤン 中 の 解除 は ヒビ 
話 チ ャ ン ネ ル を モ ND キ ー を 押し ま 
ニタ ー し て いき ま す 。 


ビッ ピッ ピッ 
END 


e 字 の 局 を モニ ヤー する と 
き は REMOTE キー を 
Y し ます 。 


@45 秒 間 モ ニタ ダー 開始 


S-CH READY 臣 % 計 S-CH READY [ 山 % 盾 


SCH READY 皿 @ 計 


モニ マタ ヤー の 解 際 は 


e の 後 SGHIFT REMOTE キ ー 


キー を 押す 。 SH | FT キー を END キ ー を 押し 
交互 に 押し て 通話 ます 。 
チャ ン ネ ル を モニ 
END と レッ 


光紀 に 通話 チマ ン ネ ル 
を 1 チャ ヤン ネル ゴ つ 聞 送 
り し ます 。 


S-CH READY [山村 SCH READY 【 軸 


SCH READY 臣 % 計 


1/ 


さ 父 悟り の 準 眉 


画 群 番号 の メモ リー の し か た 
M の 1 に "18345” を メモ リー する に は 
] M) キー を 押し ま (① キー を 押し ま 
す 。 


つう 1 秘 後 
L ビッ ビッ ピッ ツ 
ス 


待ち 受け 、 モ ニタ ヤ 
ー 中 に 操作 し ま 
す 。 


* メモ リー の 1 番 を 償 び 出 
ン ま す 。 


表示 中 の メモ リー 番号 が 工 性 出荷 時 は 全 メ モリ ー 
応 滅 し ま ど 。 に “OOOOO" が プリ 
セッ ト し て あり ます 。 


8 ( わ キー を 押し ま (5) キ ー を 押し ま 
す 。 


す 。 


@Mー 1 に 12345”" が メモ 
リー 完了 し ます 。 


途中 で ( 〇 ) キー を 押す と 途中 で END キ ー を 押す 同じ 手順 で M 一 2 0 ま 
( 〇 ) キー の 始め に 戻り 、 と 元 の 表示 に 戻り まけ 。 で メモ リー し ます 。 

群 番号 を 始め ら 入 れ ら メモ リー 内 容 を 変え る に 
れ ま す 。 は (C! か ら 操 作 し ます 。 


( 〇 キー を 押し ま 
4 
す 。 


e メモ リー 1 番 の 内 容 を 消 
し ます 。 


キー 操作 を 5 秒 以 上 、 中 
継 す る と 元 の 表示 に 宏 
ぶす ず 。 


* メモ リー の 確認 
(M) キー を 押し て 、 1 秒 以内 に メモ リー 番号 を 押し て いき まず ざ 。 
押し だ メモ リー 番号 の 如 番 号 を 次 々 に 表示 し まず 。 


e 〇 ) キー の メモ リー 
一時 83 に 如 番 写 を 入れ られ ます が メモ リー は し ませ ん 。 
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J 父 全 の 準備 


画 メモリー の 呼び 出し か た 
メモ リー の 呼び 出し か た 


] (M, キー を 押し ま の (1) キー を 押し ま 
す 。 に 四 


ビッツ 


3 1 秒 淫 


待ち 受け 、 モ ニダ 
ー 中 に 操作 し ま 
す 。 


EPR 
作 が な いと 元 の 表示 に 
戻り ます 。 


*M 一 1 の メモ リー 厨 番号 
を 呼び 出し 完了 し ます 。 


w 表示 mm の メモ リー 番号 が 


較 群 番号 こ は 

パー ソナ ル は 、 デ ィ ス プレ ー に 5 桁 の 数 字 だ 表示 さむ て いま す 。 こ れ を 群 番号 と いい ます 。 全 間 同 廿 で 
交信 する と き は 、 ご この 倍 番 号 を 皆んな で 人 台 わ せ て お きま す 。 がり に “00905” と 決め だ ら 皆 ん な の 無線 機 
に “00905" を 待ち 受け 設定 し ます 。 交信 する と き は 、 こ の 群 番号 を 表示 さ を て プレ スト ー ク キー を 押し 
ます 。 電 涙 が 届く 範 回 で “00905” を 待ち 受け て いる 仲 賠 の 無線 紙 が 呼ば むれ 交信 ぜ で きま す 。 呼 ん だ り 、 
呼ば れ だ りす る だ め の 電 語 苦 写 の よう な や の で す 。 


証 刊 番号 の 種類 


e 通常 大 番号 
この 箕 番号 は ^00001 一 99999" の 中 ら 全 意 に き 
め る こと が で きま す 。 グ ルー プ や 個人 で 自 思 に 秋 
号 を きめ て 使え まず 。 


@ 不 特定 辞 普 号 

^00090” は 、 不 特定 多数 呼び 出し 専用 の 群 奪 号 で 
すず 。 ア マチ ユア 無線 の 不 特 定 多数 家 近 取 び 己 し と 
同じ 所 らち “CO 呼び 出し "と も いい ます 。 


e 符 定 群 番号 

新 156 じ 日 無線 舞 に 新 記 に 設け られ だ も の で 、 あ ら 
か が じ め 無 線 導 に プリ セン ト し て あり の ます 。 A、 D、 
に 、 ロ 、 ピ 、 ヒ の 5 理 是 あり ます 。 (26 ベ ペー ジ 参 照 〉 


是 バ ー ソ ナル の し くみ 


題 OUUMHZ (メガ ヘル ツ ) 帯 の 電波 

バ パーソ ナル 無線 は 900MHz 常 の 高い 周波 数 の 電波 を 使 つて 交信 する 無線 通信 シス テム で す 。 ご この 電波 は 
光 に 近い 性 鋼 を 等 つ だ だ め に 、 直 進 柏 が 強 ぐ 、 見 通し の 良い 所 で は 還 万 まで 澤 き ます 。 一 万 、 山 や ビル 
な どの 障害 物 が ある 所 で は 当 き に ぐ ぐ な り ま す 。 


バー ソナ ル 無 線 の 交信 可能 距 難 の 目安 


(、 山 斑 間 / 


ーー 30-200km。 ーー ル 
< う づ 


(ems 
つつ 
mao) 
1 
\ ヽ 
PO 
1] 
『 
内 


4 の 9 JaCGSSE/ AS : ーー 間 5 
「2ー5 Kml | 0 一 30Km | 3<10Km 


(、 市 竹 地 / ( 郊外 / (、 高速 道路  ) 


し 


新旧 通話 可能 CH 


し LE 


@ 制御 チャ ン ネ ル C・CH (コン トロ ー ル チャ ヤン ネル ) と も 言い 、 こ の チャ ヤン ネル で 、 詳 番号 や 、 
テ ヤ ン ネ ル 香 号 、 喝 許 番号 な どの 信 富 を 送り ます 。( 旧 80CH と 共通 で す 。) 無 
線 機 に 待ち 受け 中 つね に 、 こ の テ ャ ン ネ ル を 受信 し て いま す 。 自分 の 待ち 受け 
て いる 群 番 富 の 信号 を 受信 する と 、 指 定 さ れ だ な 過 話 チャ ヤン ネル へ 移り ま ヲ 。 


@ 通 5 チ マン ネル S・CH (スピ ー チ チャ ン ネ ル ) と も 言 い 。 台 庄 は この チャ ヤン ネル で 行い ます 。 
連続 S 分 通話 が 可能 で す 。 新 158 チ ャ ン ネ ル 詞 弐 の 2 80 チ ャ ン ネ ル は 、 旧 8C チ 
ャ ヤン ネル 、 訪 式 と 同じ 、 通 話 チ ャ ン ネ ル で す 。 ご この間 で な ら 新 と 旧式 で 條 話 
可能 で ざす 。 


$ 1 分 通話 チャ ン ネ ル 1 分 敵 話 専用 チャ ン ネ ル で す 。 1 妹 通 話 モ ー ド で 交信 する と 、 こ の チャ ヤン ネル 
を 筆 完 的 に 設定 し 、 交 信 開 既 か ら 1 分 間 で 強制 的 に 、 待 ち 受け に 戻り ます 。 混 
信 が 少な ぐ く パー ソナ ル を 栗 務 目 89 に 使う の に 適し て いま す 。 


cl 


4 父 信 の ひし か が た 


呈 通 常 群 番号 で の 交信 
還 呼 び 出し か た ( 発 呼 ) 


ディ スプ レー に 通常 群 番号 *00061 一 99999? 
を 表示 し て か ら 、 相 手 を 呼ん だ り 、 呼 ば れ 
だ り し ます 。 


通話 受信 中 、 プ レス トー ン 操 條 や 、 受 信念 
号 の な い 状 態 が 5 分 間 続 こと 待ち 受け に 戻 
り ま す 。 


相手 の 群 番号 が “PePPP' の と き 


1 ) (2②) キ ー を 呼び 出す 補 手 の 更 
押し ます 。 番号 を ディ スプ ー 
に 表示 し ます 。 


ビッ ピッ ピッ 


SCH READY 国 % 央 


プレ スト ー フ キー 
を 押し な が ら 適 話 


マイ フロ ホン に 話 
す 9 音量 は VU リ メー 
ダ の 示 色 部 が 点灯 
する か が 、 し な いか 
位 が 適量 で す 。 


%。 SCH READY 
N 


話 は で きる だ け 明 切 に 分 一 区 切り つい て 相手 に 話 

みかみ の や すぐ 話し ます 。 ざす 順番 を 回 す と き は “ ど 
う ぞ “と いつ て か ら プ レ 
スト ー ク キー を 離し ま 
す 。 


通話 チャ ヤン ネル の 
中 か ら 空 チャ ヤン ネ 
ル を 探し ます 。 


プレ スト ー ク キー 
を 一 日 押 し ます 。 


@ 授 常 群 番号 の 発 呼 昔 は 3 
回 鳴り ます 。 


空 チ ャ ン ネ ル を 探 が す 
と 、 さ ら に 1 秒間 、 空 き 
の 有無 を 確認 し ます 。 

空 と 判断 し て 始め て 制御 
チャ ヤン ネル で 電波 を 出し 


ます 。 


| 交信 を 綴 わ り 待ち 
受け に 戻る と き は 
END キ ー を 押 レ 
ます 。 


相手 の 話し を 間 ぐ 
と き は プレ スト ー 


SCH READY KW 財 


~ と うつ ぞ " と 言わ れ だ な 便 
は “ ず 人 解 " と 店 えて か ら 
詰 し に 入り ます 。 


PERSONAL TRANSCEIVEH 


@W 通話 チャ ヤン ネル に 入 つ だ 
表示 


S-CH READY 外交 


通話 チャ ン ネ ル が 
見 つ ひ る と ディ ス 
プレ ー 点 滅 し ま 


点滅 は 30 秒 間 続 きま す 。 
ご この間 に プ レス トー ツキ 
ー を 押さ な いと 待ち 受け 
に 戻り ます 。 


es 選 品 ( ス ケル チ ) の 使い か た 
通常 、 雑 音 が 消え る 点 に 設定 し て 置き ます 
が 電波 の 強弱 こよ っ て SO を 使い 分 ける こ 
と が で きま すず 。 


e 各 波 ガ が 弱い と き 

詩 声 び ず 、 と ぎれ て 聞き 取り に ぐい (S メ ー 
ター が ガ 振 れ な い ) と き 、 ご 〇 つま み を M | 
N 〈( 友 に まわ すず) に し ます 。 非常 に 弱い 電 
波 を 受信 で きる 反面 、 雑 音 も 入り ます 。 


圭 波 が 強い と き 
電波 が 強い (G メ ー タ ダー 振り 切れ る ) と き 
で 他 局 の 弱い 電波 が 混信 する と き は 、8SO 
つま の み を MAX ( 右 に まわ すず) に し ます 。 
受信 感度 を 少し 落と し た 状態 と な り 事 い 電 
波 を カツ ッ ト し ます 。 


Cd 


は つて 1 本 ソフ レレ ノリ /ー 


画 通 常 群 番号 で の 交信 
還 呼 び 出さ れ か た ( 落 呼 


表示 中 の 通常 群 番 と M 一 1 、M 一 2 、M 一 
3 の メモ リー 大 番 写 の 最大 4 手 類 の 通常 笑 
聞 号 を 待ち 受け で きま す 。 相 近 が 呼ん で き 
だ と き 、 待 ち 受 け 設定 し だ 妖 普 写 に 同じ も 
の が ガ が 有る と 、 呼 び 出さ れ て 交信 で きま す 。 


設定 は 待ち 受け 中 に 行い ます 。 


モニ ター 中 や 、P ピ A モ ー ド の と き は 豆 び 出 
で れ ま せん 。 


M- | 、M-P、M 3 の メモ リー 閣 番 号 の 、 待 ち 受け 設定 


] Mー 1 の 待ち 受け 待ち 受け 表示 部 に 
設定 は (1) キ ー を 1 が 点灯 し ます 。 


1 秒 以上 押し ま 
sa 
LHPE 


す 。 
WM 一 1 待ち 受け 設定 完了 。 


- 
S-CH READY 図 め 財 


待ち 受け 表示 部 に 
3 が 点灯 し ます 。 


呼び 出さ れる と 呼 
び 出 され だ 群 番号 
を 自動 的 に 表示 し 
ます 。 


ia ッッ 0 5 
LHPE ミー 
ノ SSNAL 
と と ば 展 条 


* MM 一 3 待ち 受け 設定 完了 。 * “22222” で 明 ば われ だ と き 


SCH READY [ 央 財 


表示 中 の 群 番号 と Mー 呼び 出し 斉 が 3 回 只 り ま 
1 、 2 、3 て 人 双 わ せ て 待 すず 。 
ち 受 け ま す 。 


Mー 3 の 待ち 受け 
設定 は (3) キ ー を 
1 秒 以上 押し ま 


Mー 2 の 待ち 受け 
設定 は 2) キー を 
1 秒 以上 押し ま 


待ち 受け 表示 部 に 
2 が 点灯 し ます 。 


@ 以 一 2 待ち 受け 設定 完了 。 


] 等 ち 受け 表示 部 か 
ら 2 が 消え ます 。 


maa レノ 
LHPE 


*Mー2 の 解除 完了 し ます 。 


プレ スト ー ク キー 
を 押し て 通話 し ま 


待ち 受け 解除 は 、 
解 際 する メモ リー 
番号 を 1 秒 以上 押 
し ます 。 


- 


ゅ MMー 2 を 解除 する と き 。 


SCH READY 固着 


待ち 受け 中 に 操 作 し ま M 一 1、2、3 の 全て を 
す 。 解除 する と 、 表 示 中 の 妖 
番 写 の み で 待ち 受け ま 


CO 


4 交信 の し か た 


画 特 定 群 番号 で の 交信 


本 機 に は 特定 群 番号 (コー ド ) が 内 其 し て 
あり ます 。 
特定 群 番号 に は 次 の 種類 が あり ます 。 


Db コ ー ド | 特に 決め られ ね て いま せん Ii 
近接 車 局 の 通信 用 
(LOcal COd@) 
。 高速 道路 醒 報 用 
(CHIEghway COQ@) 
_ ,- 」 緊 運 絡 通 信用 
(EmergenCy COQ@) 


骨 達 施 虹 大 : 出 力 5W、 感 度 ノ ー マ ル 
通達 範囲 小 : 出力 0.2W、 感 請 低 減 


| 4 


旧 80 チ ャ ヤン ネル 機 に は 通用 し ませ ん 。 


還 呼 び 出 し か た ( 発 呼 ) 近接 車 通信 群 番号 し 一 COHE の と き 


] CAL し キー を 押 の と を 押し ま 
し ます 。 す 。 


CALL し キー に つづ いて 特定 群 番号 〈A、 
の L 、 昌 、 本 E) キー を 押し ます 。 押 
され だ 特定 群 番号 の 内 容 で 自動 発 呼 し ま 
ず 。 
條 話 は 発 呼 の 後 プ レス トー キー を 押し ま 
で 。 


待ち 受け 中 に 操作 し ます 。 


/ 点滅 し ます 。 


CB 


つう L COde で 自 
動 発 呼 し ます 。 


SCH READY 皿 w 


出力 0.2W、 受 信 感 度 低 泌 
に 自動 設定 し ます 。 


4 自動 発 呼 後 、 始 め END キ ー で 待ち 
て ブ プレス トー クキ 受け に 戻り 元 の 群 
ー を 押し ます 。 番号 を 表示 し ま 


へ S-CH READY S-CH READY 釣 % 周 


プレ スト ー ク キー か ガ ら 、 出力 と 癌 度 も 元 の 設定 に 
特定 辞 番号 の 発 呼 は で き 戻り の ます 。 
ませ ん 。 
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4 交信 の し か た 


累 急 連絡 通信 群 番号 ヒーCOde の と き 


いで くだ さい 。 し ます 。 す 。 


置 呼 び 出さ れ か た ( 着 呼 近接 車 通信 群 普 号 L 一 COH@B の と き 
(L) キー を 1 秒 以 待ち 受け 表示 部 に 
通常 召 番号 で の 明 び 出 され だ と 局 じ 手 順 ] 上 捧 し ます 。 グ し BI まあ 
NN 
ち 受 は 表 示 中 の 群 番 号 と 待ち 受け 表示 
時 2 8 AD 朋 。 玉 、 選 ) 
の Si10 本 の 誠 号 で 待ち 受け レ ま り 。 


待ち 受け 中 に 設定 し ます 。 


CB 


特 動 発 呼 徹 、 ブ レ 
スト ー ク キー を 軍 
レ ま す 。 


音 が 止ま る こ ヒ ー 
COQe で 自動 発 呼 
ます 。 


iA 
秒間 内 り ます 。 


SC 唱 READY 


ーー 


PERSONAL TRANSCEIVER 


@ 放 中 解除 は END キ ー 押 
し ま 


に い 』 


SiCH READY 恩 % 財 SCH READY 皿 % 対 へ SCH READY 


この 斉 は V 〇 OL で の 調 傘 
は で きま せん 。 


待ち 受け 表示 部 か 
ら (し) が 消え ます 。 


iaa ッ ノー 
LHPE 


9 し 一 COQG@ 待 受け 解 隊 。 


待ち 受け 解除 は 
①) キ ー を 1 秒 以 
上 押し ます 。 


JH 


4 交信 の し か た 


画 日 610 チャンネル 方 式 で の 交信 
1 . 旧 80 チ ャ ン ネ ル 機 の 呼び 出し か た 


I 旧 80 チ ャ ン ネ ル モ 
ー ド に し て か ら 発 
呼 し ます 。 待ち 受 
け 中 に FUNC キ 
ー を 埋 し ます 。 


60 じ ビ H キ ー を 抑 レ 


旧 80 チ ャ ヤン ネル 亡 式 の 無線 機 を 呼び ぷす に ます 。 


は “2 一 80 チ ャ ン ネ ル ” で 発 す る 80 チ ヤ 
ン ネ ルモード に し ます 。 


通 営 知 茸 写 と CO “00000” が 使え ます 。 


鱗 の も の で 発 呼 し て も |I 旧 80 チ ヤン ネル 後に 

は 通 朋 し ませ ん 。 

1. 特定 佑 番 号 (A、D、L、 唱 、P、 ヒ 
5 に 3 

2. 1 分 各 話 モー ド 

3. 切断 信号 


e 60 じ CH が 京 灯 し 860 テ セン 
ネル モー ド 設 定 完 ぱし ま 


人 @ 


S-CH READY 恩 % 対 EITwl 1MIN LOCAL 


どの 通話 モー ドガ ら で も 


敏 先 的 に 設定 し ます 。 
古 じ GO OUUOOOU" で の 交信 
設定 の し か た 
人 M 


] 待ち 受け 中 に 
キー を 押し ます 。 


( M ) ビッ 
SCH READY 還 財 


グ ( 〇 ) キー を 押し ま 


遥 常 如 秋 写 で の 呼び 出 き むれ ガ だ と 避 じ ぼ 順 サ 


て 設定 し ます 。 


待ち 受け 中 に 設定 し ます 。 6 う 給 


* 00000" を 表示 し て 設定 
完了 し ます 。 


メモ リー に “800007 を 入 
れる こと も で きま す 。 
"メモ リー の し か だ " 18 
ペー ジ 参 照 。 


g. 呼び 出さ れ か た 
新 ・ 旧 80 チ ヤン ネ 
ル 方 式 に 関係 な 
待ち 受け し ます 。 
通常 群 番 避 で の 
性 び 出さ れ か だ * 


解除 は FUNCー 
60CH と 押し ま 


設定 が 完了 し だ ら 
プレ スト ー グ キー 
を 押し て 交代 し ま 


* NND キ ー で 等 ち 受 け こ 
戻 つ て も モー ば ド は 変わ り 


ぶせ ん 。 


e 居 営 の 158 じ CH モー ド に 戻 
り ま す 。 


Egg 中 1MIN LOCAL EXw 四 中 1MIN LOCAL 


1MIN LOCAL 


交信 は “ 知 常 品 番号 で の 
交信 "と 同じ 順 で 行い 
ます 。 


CO で 、 び 出さ 
だ と き 呼 び 出し 
音 は 2 回 只 り ま 


交信 中 、C 〇 で は 
リコ ゴー ル ( 再 呼出 
し ) は で きま せん 。 


REA 
人 ALL 


モニ ダー を 続け る と き は 
HOL D キ ー を 押し ます 。 
な に も 操作 し な いと 20 秒 
で 待ち 受け に 戻り ます 。 


d1 


dC 


リー カル モー ド で 


4 交信 の し か た 

っ | 言 こ 

画 | 分 通話 モー ド で の 交信 

1 分 問 の 通話 時 間 制 を 常に 受け て 通話 する モー ド で 
す 。 1 分 過 条 形 肝 チャ ン ネ ル を 優先 的 に 使 姓 する だ め 、 

混信 や チャンネル チエ ッ ク の ゆ 配 が あり ませ ん 。 業 務 目 
8 に 適し だ モー ド で す 。 

千 ち 受け 中 に 1 分 通話 モー ド で 嘱 ば れる と 、 自 動 的 に 1 


分 河 話 モー ド に な り 王 り 時 間 を 表示 し ま ざ 。 


待ち 受け 中 に 沖 作 し ます 。 


量 ロ ー カ ルモード で の 交信 


過 庄 相 局 が 近 ぐ に いる と き や 、 他 居 に 混信 を 当 え そう 
な と き は ロー カル モー ド で 交信 し ます 。 


待ち 受け 中 に 設定 し ます 。 


混 辿 が 無く て 


充分 通話 で きる ね 


設定 の し か た 


FUNCーMOD 
E を 1MIN 和 表示 
が で る まで ぐり の 返 
レ 江 し ます 。 


1 MI 点灯 で 設定 完了 
し レ ま ど 。 


EwWwsl 1MIN LOCAL 


設定 の し か た 
] FUNCーMOD 
E を LOCAL 表 


未 が で る まで ぐり の 
返し 提 し ます 。 


AODE 


FUNC 


Lorp otp ] (2 ) 
e|OCAL 点 入 で 設定 


了 し まう 。 9.2W、RX し 
表示 し ま び 。 


Efww ぇ ll 1MIN LOCAL 
0.2W RXL 


2 し スト データ ク キテ つう 1 分 経過 する と 強 解除 は FUNCー 
を 押し て 発 呼 し ま 


制 83 に 待ち 受け に MODE と 押し モ 
戻り ます 。 


「 


る 元 の モー ド に 戻り ます 。 


E'WW 計 1MIN LOCAL 


残り 51 和 の 表示 で す 。 呼 旧 80CH 幾 に は 通用 し ま 表示 が 消え だ と き は 居 常 
び 出 し だ 相 近 局 も 1 分 通 せん 。 の 158CO ロ モー ド で す 。 
語 ニ ー ド に 設定 し まず 。 


ノ 4 解除 は FUNC 

MODEE と 押し モ 
ー ド を 切換 えま 
す 。 


交信 中 、 出 力 と 感 
度 を 変え る に は 
H | F 耳 キー を 押 
レ ま す 。 


ブ プレ スト ー ク キー 
答 理 し て 発 呼 し ま 


MODE 
FUNC 


(roup ) > (3) 


SHIFT 


e 下す 台 に 出力 5W ノ 0.2 と 
感度 低減 が 切換 り ま す 。 


冨 度 低 減 で 発 呼 し 


EIwWl 1MIN LOCAL 
0.2W RXL 


全 3 
ヽ SCH READY 


呼び 出し だ 相 近 局 も ロー 
カル モー ド に 設定 し ま 
す 。 
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5 交信 中 テク ニ 


画 切 断 信号 の 使い か た 


新 式 で は 、 リ リセット 信号 を 発信 し て 、 交 
信 中 の 選 を リリ セツ ト さ せる (等 ち 受け に 実 


ざす ) こと が げ で きま す 。 こ の リゼ セット 信号 を 
切断 俺 号 と 言い ます 。 


ッ グ 


交信 開始 か ら 1 分 以内 の と き ( 発 呼 側 ) 


交信 開 下 時 、 だ まだ ま 使 用 中 の チャ ヤン ネル に 入っ つて 
し まつ だ と き 、END キ ー を 泊 す と 切 販 宿 号 を 発信 


し て 、 自 分 と 拍手 局 を を 強制 的 に 待ち 受け に 戻し ます 。 
空 チ ャ ン ネ ル 探 が ぜ ば レス ムー ズ に 行なえ ます 。 旧 80 チ 
ャ ン ネ ル 様 に は 通 選 し な い の で 、「 リ セツ ト し ます 。」 
と 一 声 ガ けけ て とこ ND キ ー を 押し ます 。 


交信 開始 か ら 1 分 以上 の と き ( 発 呼 ・ 着 呼 ) 


交 千 中 、 他 の チ ヤ ン ネ ル に 移る と き や 、 終 話す る と 
き な ど は 、END キ ー を 1 秒 以 上 押す と 切断 信号 を 
発信 し 、 家 局 を 乱 受 に 戻し ます 。 目 分 だ け 終 話す 
る と き は 、 チ ヨイ 押し し ます 。 ご この 場合 、 切 断 信号 
は 発信 され ませ ビ ん 。 


画 交 信 中 誤っ て 待ち 受け に も ご し て し まっ た こと き ぎ 


待ち 受け に 戻る 寺前 の チマ ヤン ネル を 畠 動 的 
に 5 分 間 メ モリ ー し て いま す 。 

この 韻 MON キ ー を 押し て 群 番号 一 致 て 交 
千 に 入 ま す 。 


d4 


交信 中 説 つて EN MON 上 京 減 し ま 
D キ ー を 押し て し 9。 
まつ だ 。 


e 5 分 間 メ モリ ー 開 始 し ま 


に い 】 


e 注 ち 受け に 戻り ます ず 。 


@ と 
N SCH け READY 


4 分 経過 より 京 江 早 ぐ な 


り ま す 。 


題 新 I58 ビ 日 機 IHB0 選 HH 機 の みわ け か た 


交信 中 に 相 局 の 信号 を 受け だ と き 群 番号 、 
表示 が 石 図 の 場合 、 相 手 局 は 新 158CH 機 で SrCH READY 
ず 。 

@ 5 紗 表 示 後 、 元 の 辞 番号 に 戻り ます 。 


SIGNAL 
12 3 
| と 4 


石 図 の 選 合 、 柏 手 局 は | 旧 80CH 城 で す 。 
@ 5 秒 表示 後 、 元 の 君 番号 に 戻り ます 。 S-CH READY 


1 
し 洛 


ーーーーーーー…ーーーーーーーーーーーーーー 一 
SIGMAL 
323 
っ 生還 選 時 


MON 点 減 中 に M 
ON キー を 押し ま 
す 。 


群 番号 一 致 で 通話 
可能 と な り ま す 。 


S-CH READY 国 % 軸 


5 分間 を 過ぎ る と 元 の チ 
ヤン ネル へ 戻れ ませ ん 。 


db 


5 交信 中 テク ニッ ク 


還 リ コー ル ( 再 呼出 し ) 


リコ ー ル する に は 

通話 受信 中 に 本 体 の CA し し キー か 
特定 の 局 と 交信 中 、 揚 ま 局 が 誤 つ て 待ち 受 REMOTE キ ー を 押し ます 。 
け に 刀 し だ と き や 、 グ ルー プ ブ て で 交信 し な が 
ら ド ライ プ ブ 中 、 1 台 が 5 分 以上 交信 不 能 
に な つ だ と き そ の 局 を 呼び 戻し て 来る 機能 
で ざす 。 
交 稿 不能 こなつ だ 記 は END キ ー を 抑 し て 、 
び 戻 ま ねむ る まで その まま し ば ぱら ぐ 待ち ま 
す 。 


ゅ ご ・ CH で 発表 し て 、 待 ち 受け 中 の 局 を 交信 促 
間 に 呼 び 戻 し ます 。 
@ 叱 び 戻さ れ だ 局 は リコ ー ル 操作 が ザ で きま せん 。 


1 ロ 分 間 チ ャ ン ネ ル メ モリ ー 
| 、 15 分間 チャ ン ネ ル メ モリ ー の し か た 


交信 D キ ー 一 時 的 に 交信 を や 
交信 中 、 一 時 683 に 交信 仲間 か ら 部 れ て 、 別 PEND キ ー | の - 人 99 


を 押す 前 に CH : め る に は END キ 
戸 父 信 だ の 、 22 シー の | に 使 ご 
の 局 と 公司 レ ビ ウ 、 モニ ターム の こき MEMO キ ー を 押 ー を 押し ます 。 
いい ます 。 し ます 


CH MEMO 


: も MO Ni 


チャ ヤン ネル と 群 番号 を 目 
動 B9 に 5 分 間 メ モリ ー レ 
き メモ リー の 予約 を レ し ます 。 まず す 。 


この 15 分 間 は 、 他 の 局 と 
の 交信 や 、 モ ニタ ヤー な ど ご 
が 自由 に で きま す 。 
メモ リー の 切れ る 1 分 前 
より 点 沙 し ます 。 


畔 通話 制限 を 受け た こき 


交信 中 、 使 用 率 が 65 あ を 直 え だ こき 、 


通話 時 間 に 5 分 間 の 制限 が 抽 か り ま す 。 
相 高 、 自 局 が 通話 制限 を 受け る と 自 
動 的 に 蘭 り 時 間 を 表示 し ます 。 


し Hotp' | と ッ 


相手 局 が 掛か みつ だ とき 


T・L 1 M グ 点灯 し 撮 動 的 に 残 時 間 表 
示し ます 。 SCH READY 
30 秒 単 位 で カウ ント ダウ ン し ます 。 コ ゴー ゴロ リー 


本 し IM 


残り 3 分 30 秒 以下 


自選 が 抽 ひ か つ だ と き 


TL 1 M グ 京 し 正 動 89 に 残 時 間 表 示 


し レ 衣 * ゴー 7 ロ 
1 秒 単 島 で カフ ント ダ ワン し レ ま すず 。 = と 用 77/ 
通話 制 を 受け て 待ち 受け に 戻 つ を と き .・ rw 


1 分間 (READY 点 滅 中 ) は 同じ 知 番号 茂り 3 分 18 秒 
の 正 呪 は で きま せん 。 


c. 元 の 仲間 (チャ ン ネ ル ) に も どる に は 


ー を 押 グ MON キ ー を 押し 3 群 番号 一 致 で 交信 
ます 。 可能 と な り 仲 間 に 
戻 む ます 。 


メモ リー し だ チャ セン ネル 
と 冬 番 号 に 戻り モニ ダー 
し まず す 。 


S-CH READY 名 * 還 


9/ 


5 ご CALL (リコ ー ル ) キ ー の 機能 


一 AL し キー の 機能 


ブレ スト ー ク キー を 押す と 表示 中 の 群 番 で 
発 呼 し ます 。 他 の 話 番号 で 発 叫 す る に は 表 
示 を 入れ 変え な お けれ ぱい け ま せん が 、 こ の 
CALL キ ー を 使う こ 、 メ モリ ー 番 号 の 群 
番号 や 特定 娠 番号 を 自動 的 に ワン タッ チ で 
呼び 出し て 、 弓 動 発 呼 し ます 。 


待ち 受け 中 CALL キ ー に つづ いて び 出 
レキ ー を 押し ます 。 


Mー 2 に “22222* の 番 号 ザ メモ リー し て 
ある こと き 


ト デ 


待ち 受け 中 に 操作 し ます 。 


メモ リリ ー 1 の 知 番 号 
で 呼び 出し ます 。 
メモ リー 2 の 群 番号 
で 呼び 出し ます 。 
メモ リー 3 の 知 番 号 
で 呼び 出し ます 。 
特定 群 番号 A 一 COde 
(の で 呼び 出し ます 。 
(⑤): 特定 群 益 号 D 一 Code 
で 呼び 出し ます 。 


Mー- 6 の 群 番号 で 自動 発 睦 する に は 
] CAL 


(②) キ ー を 押し ま 
に 内 


L キー を 押 グ 


7 特定 群 番号 し 一 COd@ 
で 呼び 出し ます 。 
⑦ 特定 群 番号 ローCOQG 

で び 出し ます 。 
⑤- 符 足 舌 番 写 ピ ーCod@ 

で 呼び 出し ます 。 

特定 群 番号 ヒーCOQ@ 
(か で 呼び 出し ます 。 
ぐ ) *OOOOO* 

で 呼び 出し ます 。 


22222? が 表示 部 自動 発 呼 後 、 プ レ 
に 自動 設定 され 、 スト ー ク キー を を 押 
自動 革 呼 し ます 。 レ て 遂 話 し ます 。 


つ 


SCH READY 


ーー 


PERSO つ nAL TRANSCEIYER 


SCH READY 民 W 財 "WM SCH READY 


他 の 人 遥 常 赤 番 号 や 特定 群 
馬 写 も 同じ ま 順 で し ま 
すず 。 


dd 


川 


7 FUNC (ファ ンク ショ ン ) キー の 機能 


一 FN キー の 機能 


FUNO (ファ ンク ショ ン ) の 設定 の し か た 


FUNC キ ー を 押 
待ち 受け 中 に 操作 し ます 。 し ます 。 


S ら CH READY [WW 周 


設定 内 容 は 下 表 を 参照 し 
ぶす 。 


で きる 内 容 に つい て 


Im ml| wsss 
送信 出力 5 W/0.2W の 切換 
「 ズ ンズ | 有 計 記 の 切 尋 
週 話 モー に の 切 江 
80CH | 旧 80 チ ャ ン ネ ル 廊 式 と の 通話 


TONE [ 発 呈 、 着 旭 、 キ ー 音 を “出す "消す" 


1 所 (PA) モー ド 


宮 機 能 は 無線 機 を より 便利 に お 合い いた だ だ 
ぐだ め に 内 蔵 し て いる も の で す 。 

無 亜 挿 本 来 の 徹 能 づら 、 は な れ だ 導 声 器 ( ピ 
A) モー ド も あり まず 。 


画 拡 声 器 (へ ) モー ド 


外部 スピ ー カ ZP121 (別売 ) 
PA モー ド の 斉 は 出 ま せん 。 


ピン 
2 


間 隊 間 8 


坂 声 器用 トラ ン ベ ペット スピーカ 


PA モー ド に の と きだ け 斉 が で ます 。 3.5A、4 こ 8o 
設定 の し か た 

FUNCーPA と プレ スト ー ク キー 朋 除 は END キ ー 
2 の 押し ます 。 を 押し な が ら 語 レ を 押し ます 。 
ー カ を 疲 な ぐ こ と ます 。 
に より 拡声 回 に な 

り ま す 。 
PA モー ド に する 
と 下 動 的 に PA 出 
カジ ャ ッ グ か ら 音 
が 出 ま す 。 


* 昔 村 は VOL つま み ま で 
調 奏 し ます 。 


群 娠 写 表 示 ザ ピロ ム 表 示 に 元 の 群 番号 に も どり の ま 
な り ま すぎ 。 9。 


4 1 


7FUNC (ファ 


ンク ショ ン ) キー の 機能 


時 送信 出力 と 受信 感度 の 切換 T メロ X 
切換 の し か た 


交信 中 、 混 信 が ひど ぐ な り の 、 感 展 を 低減 し 
て 混信 を ふせ い だ り 、 小 ゾー ン て 交信 中 、 
感度 と 出力 を 元 に 戻し だ だり が で きま す 。 


待ち 受け 中 の 設定 は モー ド メ モ リー し ま 
すず 。 


交信 中 の 設定 は 一 時 的 な も の で 待ち 受け に 
戻る と 待ち 受け の と き の 状 態 に 戻り ます 。 


頭上 日 600 チャ ン ネ ルモード 


交信 相 チ が j80 チ ヤン ネル 機 に 瞬 定 する と 
き は 、 旧 80 チ ャ ヤン ネル の みて で 発 呼 する 80C 
H モ ー ド に 設定 し ます 。 


4C 


受け 、 交 信 中 
に FUNC キ ー を 
押し ます 。 


メグ RX メ キー を 
押し ます 。 


FUNC 


@ 芝居 出力 を 0.2W に 受信 感 
且 を 低減 し ます 。 


0.2W_RXL 


プー マル 出力 と 感度 0.2W 出 力 、 感 度 低減 表示 
レ ま す 。 


0 じ H 
設定 の し か た 


ブレス トー クキ ー 
を 押し て 交信 し ま 


FUNC っ 80CH 
と 押し ます 。 


FUuNC ③) 


〔Houp ] か 


T 


e80 テ マン ネル 万 区 に 設定 
レ ま ず ど 。 


2ー80 じ H で 発 叱 し ます 。 


EtWWw 計 1MIN LOCAL "NN SCH READY 


待ち 受け は 新 、j860C け 
の 両 太 で 待受け よ す 。 


以下 、 同 じ ま ぼ 順 で 
ぐり 返し ます 。 


再度 FUNCーT「 
メグ RX と 錠 し ま 


再度 FUNCー 生 
メ ブ RX と 旬 し ま 
9。 

5 W プ ノー マル 感度 


0.2W ノ 0.2W ノ 了 
ノー マル 三 度 感度 伝 汰 | " Se | 
ー を 押し 
* 送信 出力 は 0.2W の まま エーー て 同じ 切換 が で 
信 感 度 を ノー マル に 戻し | e 出力 、 悪 度 を 元 の 状態 に 
ます 。 戻し ます 。 きま す 。 


0.2W _RXL 0.2W_RXL 


0.2W 出 力 表 示し ます 。 ノー マル 出力 と 感 度 


解 際 は 同じ 手順 で 
行い ます 。 


FUAC 8OCH 


| 


| 


e 80 ビ ロモ ー ド を 解 只 す る 
と 通 滞 の 158CH に 戻り ま 


ら 


E'efwil 1MIN LOCAL 


74 


44 


7 FUNO (ファ ン 


園 通 話 モ ー ド の 切換 


FUNCーMODE と 押す 再 に 適 語 モー ド 
が 切換 り ま す 。 


クシ ョ ン ) キー の 機能 


MODE 


設定 の し か た 


FUNCーMOD 再度 FUNCーM 
E と 押し ます 。 ODE こ と 提 し ま 


待ち 受け 中 に 操 狂 し ます 。 
ゅ 80 テ マン ネル 万 式 に 設定 | e 1 分 通話 モー ド に 設定 し 
レ ぶ まず ざ 。 ます 。 
EIWwl 1MIN LOCAL | 還 り g 計 1MIN LOCAL 
旧 80 チ ャ ン ネ ルモード と 交信 は * 1 分 通 庄 モ ー ド * 
同じ で す 。 参照 し ます 。 
画 ト ー ン 音 の DUN プ ロ FF TONE 
設定 の し か た 
トー ン 消す に は F トー ン を 出す に は 以下 、 同 じ 手順 で 
トー TU 証 還 計 3 ビニ ゴン 
30 UNC っ TONE FUNC-TON ぐり 返し ます 。 
に di と 押し ます 。 E と 押し ます 。 トー ン 大 き さ は ボ 
だ り 消 し だ り の の 設 こち 
リ ユ ー ム と 運動 し 
5 由 の TONE ます 。 
待ち 受け 中 に 操作 
レ ま す 。 


1 の 


* 消す か がら 出る に 設定 し ま 


す 。 


MOODE 
FUnC 


[Horp ] > (2) 


遇 間 


呼ば れ だ 相 チ も 自動 的 に 
ロー カル モー ド に 設定 さ 


れ ま す 。 


キー の 誤 操作 を 防ぐ だ め 


に ① や この ①、⑥、⑭ 
キー を ロッ クレ ます 。 


待ち 受け 中 に 操作 し ま 
す 。 


再度 FUNCーM 
ODE と 押し ま 


且 カル モー に に 設定 し * 1 分 道 店 の ロー カル モー 


ET 昌 計 1MIN LOCAL 


以下 、 同 じ 手 順 で 
ぐり 返し ます 。 


再度 FUNC 一 M 
ODE と 押し ま 


158C 


1MINLOCaL 80CH 


2 


LOCAL 1MIN 


トー 


に に 設定 し まず 。 


Eifw 計 1MIN LOCAL 


呼ば れ だ 相手 も 自動 約 に 
1 分 通話 の ロー カル モー 
ド に 設定 さわ ます 。 

画 キ ー ロ ッ ク モ ー ド 
設定 の し か た 


KEY て 


FUNCーKEY 朋 除 は FUNCー 


と 押し ます 。 KEY と 押し ま 


e キー ロッ モー ド を 設定 
し レ ま す 。 


LOCAL 愛生 TLIM LOCAL に コ TLIM 


キー ロッ クモ ー ド 表示 レ し キー ロッ グモ ー ド 表 示 消 
まず ざ 。 えま す 。 


4 


6 その 他 


一 改 障 ご 思わ れる こと きき 


故 職 と 思わ れる と き で も つぎ の 上 京 を 確認 し て くだ さい 。 
それ で も な お ら な いと き は お 買い あげ の 販売 店 に ご 連絡 くだ さい 。 


原因 まだ は 処置 万 法 
e 攻 当 び 入ら な い 1 ヒ ユ ー ズ が 切 れれ て いな いか e 原因 を 羽 り 際 いて から 新 し い ビ ヒューズ ( 3 へ ) 
に 交 損 
2 授 読 コー ド は 確実 に 記 緑 さ きむ て いる か の 当 バッ テリ 端子 の 接続 京 摘 


3 . ( 画 ま だ は 其 包 軒 源 ) の メイ ンス イツ チ が 〇 | w 箇 まだ は 凍 旬 電源 の メイ ンス イッ テ を 押す 
.。 上 F に な っ て な い ガ 


e 送信 し な い 1 ROM 未 当 庄 の まま 装着 し て いな いか 議 を する 
2. 電源 入れ だ 六 必 で ROM を 装着 し は ひつ だ なみ | ew 電 源 ス イッ ンチ を 切 つて 再度 スイ ツチ を 入れ る 
3. MON 状 態 に な つて いな いか | eENO を 押し READY に ずる 
4 電 大 に コッ プ し て いな いか まだ は ハム | * バ パッ テリ ー 和 電圧 を 室 記す る 
で て いな い ガ 
5 . 電波 ガザ 混 副 し て いな い ガ が e し ば ら ぐ 待つ て ひら プ レス トー する 
5、 アン テー は 正しく 本 い て いる か e デン テ ナ コ ネフ タ が は ずれ て いる 。 ま だ は 、 
は ずれ な か つて いる 。 確 実に 細め る 。 
7、 ブ プレ スレ だ と き 表示 出る か マイ の END キ ー を 同時 に 消し て いる 。 プ 
レス トー ク だ け ビ 輝 ず 。 
e 通話 急送 話 ゴ で きき な | 1. 適 話 呈 、 財 貼っ つて END キ ー を き なつ | wMON キ ー を 押し て 、 久 まで 通話 し て い だ 相 
こなつ こ ル まま の チャ ン ネ ル を モニ ダー する 。MON S・ 
CH 月 こ に ADY に こなつ だ ら 通 話 で きま ず 。 
( 5 分 以内 に 。 但し 、 群馬 が あつ て いる 事 ) 


e 通 語 ロ に 居 ひ な こなつ だ 0 | 第 界 の 選 い 規 所 へ 物 動 し ご へ A し し キー を 押す 
CCQ で は リコ ー ル で きま せん 。) 
e 交 作 情 始 の とき 頭 ヴ カ われ | 1. ン そ ル ぞ 探し て いる e 二 初 プレ スト ー グ を 押し て か ら 、S・CH 只 
こ 」 こ ADY に な つた だら 起 話 する ( 約 2 秒 な な る ) 
CO 思 び 呈し まれ だ 還 20 1. 展 こ えて いる 略 (的 20 秒 以内 ) に HOLD | CO で の 着 忠 は 20 落 で 待受け に 戻る (通常 品 
秒 で 位 こ えさ ぐ な る エー を 押す 番号 は 30 秒 で 筐 受け に 戻る ) 
* 受 必 の EE m 下手 ガマ イフ の プレ スト ー フ を 押し だ 持 、 は 
! な し だ 時 に 、AT 15 信 号 が 出る 
、 に じ NO エ テー に 剛 央 つて いな い 導 を FUNCO 2 一 4 に な つて いる 
eFUNC 2 一 6 に な つて いる 
音 語 小さ く な いな * ボ ポリ ウム が を いつ ぱい に な つて い だ ら 人 へ 回 
すき 
、 待 受 岩 時 号 ぜ セ ッ ト し て ある か s 行 受 群 替 号 を 10 キ ー で セツ トマ る 
、 アン テ ナ ケ ー ブ ル は 、 確 実に 衝 約 きま むれ て いる ガ | * ぁ アンテ ナコ ネフ ター の ゆる み 、 ケ ー ブ ル の つ 
ぶれ が な いか 
。 小 ソー ン モ ー ド に な つて い 忌 い ガ る 小 ゾ ー ン モー ド 解 史 す る 
sS・ ひ ロロ RREADY に 。 ス ケル チ を 万 へ 回 レノ イズ を 出し て みる * ノイ ズ グ 出 な い 持 他 司 が いた だ ざら し て 送信 し 
な つて 通話 で き な い て いる 
e 痛 語 界 の 場合 、 ス ケル テ ゲ が 石 へ 居 っ て 
理 声 は 病 こ えな ぐ て も 、A 征 18 信人 ( 
され る 。 スケ ル チ 下 万 へ 大 し て 骨 


いる ろ る こ 
| 


な 
びそ 。 


1 


e ゃ スー ル デ の 原本 び で き な .R に な い * ブ プレス トー まだ は MON を 押し MON、 ら ・ 

い CH に し て 、 ス ー ル テ の 調整 を する 
* 玲 動 局 の 直 合 、 尾 害 物 の 影 絡 で と ざれ ます 、 
スケ ル テ の 司馬 を する 

eE ロ ロー ビ 点 基 ビ ピリ ビリ | 1 プレ スト ー フ キー が ガブ レス 状態 の まま に な | * ブ レス を 軍 箇 ざ る 

斉 が ガ な る | gzAEL2 

* 1 一 0、C、M そ テー が 押  」1. キー ビッ フ に きつ て い : e 上 FNC+ 4 七 前 する 

せな い 


CCn ′ 凍 部 ) SO3.012 う ドッ 
Scn ( き 自 ) SCd の 3Z5 ~ー 受 に 4 か ロ 度 
GCC4.97 う M=-z 


20JBQS に 交 了 る 入力 05SzV(- 
5QGBzV)LA 下 


S 一 ch 検出 レベ ル CーSQ | SdBzV 以 下 
ノイ ズ ス ケル チ N--SQ TO.3zV 以 下 で 半 く こと 


如 哲 中 及 選択 | - egBpb1OKHab 上 ー70cBon 


腕 の 5KHz 下 
感 育 若 圧 効果 |25mVv(68oBzV) 以 = 
紀 問 感 展 | o5rv V 以 と 
受信 蜂 1.0A 以 下 践 ] ス プリ アス 感 展 | 20gBM 上 
廷 信和 2.5A 以 下 R 
ー10 で こす 50 で 定 客 低 波 出 力 | 2W/246 短 率 5 沈 以内 
G 問 周 波数 】 宏 1:SB.1125MHz 第 2: 450Khz 


波 数 妥 定 度 


周 | 2PPM 以 内 (OC こ ェ S0C) 
契 


ブ プ キャ リマ ヤーMISK 変 周 式 
伝送 且 展 . ^ GOO99S ニ 2OOPPM 
マー ク 居 肥 因 、 12GOOH= ニ 2OOPP ト 
スペ ー ズ 周 流 数 18OO0Hz+ 
2OOPPM 


信号 の 周波 数 偏 秘 | こ =25KHz を 女 え よ 3.5KFz 以 内 
連続 送信 妨 止 | 5 分 に な る 前 に 送信 を 陣 止 


3OOHz こ 30CO ニ = 6 ミノ Cct ニ 1 150mX 高 50m メ 員 行 163 
音 声 周 : 0 に ! 人 Im / け 165mm 
EE * 及 重 人 91.3kg 上 旨 し 相生 の 放 


! 腔 編入 カイ ン ピ ー ダ ンス 


ーー テーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー- 一 - 


アフ ター サー ビス と 保証 に つい て 


. 近 証 寺 一 一 保証 寺 に は 秒 ず 所 定 事項 〈 ご 購入 店 名 、 ご 民 入 巨 ) の 記入 お よび 記載 内 容 を お 確 ガ 
め の 上 、 大 切 に 保 算 し て ぐだ さい 。 

. 栄 証 期間 一 お 買い 上 げ の 日 より 1 年 間 で す 。 
正常 な ご 使用 状態 で この 期間 中 に 刀 一 故障 が 生じ た 場合 は 、 お 手数 で す ガ 製品 に 人 証 書 を 添 
えて 、 お 買い 上 げ の 販売 記 ま だ は 当社 サー ビス 窟 口 に ご 相 設 ぐだ さい 。 保 和 書 の 規定 に 従 つ 
て 稀 理 いた し ます 。 

. 保証 期間 経過 後 の 修理 に つい て は お 買い 上 げ の 販売 店 まだ は 当社 サー ビス 窓口 に ご 相 設 くだ 
さい 。 


修理 に よ つ て 機能 が 終 持 で きる 場合 に は お 富 様 の ご 要望 に より 肥料 で 修理 いた し ます 。 
本 機 は 、 技 術 時 準 筐 合 証明 書 を 受け だ 無線 設備 で す 。 内 部 を あけ だ り の 、 改 造 し ます と 、 技 術 
基準 に 遮 合 し な ぐ な り 、 電 波 法 に より 罰せ られ ます 。 当 一 苔 陽 の 阿 は 、 そ の まま お 買い 上 げ 
の 販売 店 、 最 寄り の 可 社 営業 所 に お 問い 合わ せ ぐ だ さい 。 

. アフ ター サー ビス に つい て 、 ご 不明 な 点 は お 買い 上 げ の 販売 后 ま だ は 当社 サー ビス 鍛 口 に ご 
祖 談 ぐだ さい 。 


ロリ ルイ コ 電 子株 式 棄 社 


本 社 ・ 大 阪 営業 所 ・〒540 大 阪 市 中 央 区 坂 見 2 丁 上 1 番 61 号 ツイ ン 21MI ロ タワ ー23 階 で 06-946-8140( 代 舟 ) 
東京 ・ 関東 営 某所 ・〒103 東京 郡中 只 区 日 本 杉 2 丁 目 3 番 4 号 日 本 括 プ ラ ザ ビ ル 14 階 で 03-3278-5888 (代表 ) 
札 明 富 葉 所 :〒O60 札幌 市 補 只 放 北 一 款 本 2 丁目 1 番 札 幌 了 時計 台 ビル 4 階 含 011-231-7712( 代 表 ) 
所 : 〒980 仙 ど 市 青 后 区 一 鼻 困 4 目 5 番 1 号 仙台 第 一 生命 タワ ー ビ ル 15 信 022-221-8220( 代 表 ) 
所 : 〒460 名 古屋 市 中 区 栄 2 丁 孔 1 番 1 号 日 土地 名 古屋 ビル 15 階 合 052-212-0541( 共 表 ) 
所 : 〒730 広 全市 中 区 鉄砲 町 5 番 16 号 広島 サン ケイ ビル 9 階 写 082-222-0234( 代 表 ) 
所 .〒812 和 冨岡 市 陽 多 区 博多 駅 爾 1 丁目 3 番号 第 3 情 多 惜 成 ビル 10 階 さ 092-473-8034( 代 表 ) 


